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一般社団法人  全国浄化槽団体連合会

浄化槽を取り巻く
環境の変化

浄化槽は、信頼ある総合的な水管理システムとして
地域のくらしと環境を守り、未来につなげる

浄化槽ビジョン2026

【人口減少、高齢化、働き方の変化】
人口減少に伴い、人口密度の低い地域が
今後増加し、浄化槽による汚水処理を必
要とする地域が増加する。また、2040年
には1,100万人の労働供給が不足する
と推計される。

【ICTの進展】
事業者におけるDX化
が盛んであるが、イン
フラ業界の取組割合
は3割程度に留まる。

【カーボンニュートラル】
日本の温室効果ガスの
排出量のうち、エネル
ギー起源のものが84％
を占めている。

  

  

【災害激甚化】
災害は多発し、激甚化。直近の能登半
島地震では、上下水道に甚大な被害が
あり、復興後の社会像を踏まえ、浄化
槽による汚水処理を選択するといった
対応も見られている。

〒162-0844
東京都新宿区市谷八幡町13番地　東京洋服会館7階
TEL. 03-3267-9757  FAX. 03-3267-9789
https://www.zenjohren.or.jp/

一般社団法人　全国浄化槽団体連合会



必要とする全ての人に 
浄化槽が行き渡っている
（汚水処理の完成）

浄化槽の適切な施工（工事）•
管理（保守点検•清掃•法定 
検査）が徹底されている

地域に見合った集合処理と
個別処理の組み合わせが実
現されている

浄化槽のレジリエンスの高さ
が社会のレジリエンス向上に
活かされている

2050 年ネットゼロへの貢献
（省エネ化、再エネ活用）

トレンド•ニーズに合った
サービスを提供
• 少人数世帯にも使いやすく
• 有事の時にも使い続けられる
• 多様な人にも使いやすく
• 古くなった浄化槽のケアも充実

能力開発•研修•教育制度の充実
• 業界従事者が意欲的に資質を
 高められる

• 多様な媒体を通じた浄化槽の
 戦略的PR

労働環境•待遇の改善
• 人材確保（多様な人材を
 オープンに受け入れる）

• 技術革新により生産性及び
 浄化槽の処理性能の向上

全浄連 浄化槽ビジョン
浄化槽は、 信頼ある総合的な水管理システムとして
地域のくらしと環境を守り、 未来につなげる

浄化槽を必要
とする全ての
者に提供し、
汚水処理を 
完成させる

1

浄化槽業界は
地域の暮らし•
環境を守るために
未来に向け
いきいきと
進化し続ける
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「浄化槽ビジョン2026」発行のご挨拶

　近年、わが国を取り巻く社会環境は大きく変化しており、人口減少や気候変動への対応、

循環型社会の形成、さらには地域の持続可能な発展に向けた取り組みが一層重要となって

います。地震や線状降水帯による豪雨で生活が一変するような災害が発生する中、比較的被

害も少なく、浄化槽は生活排水処理施設として公衆衛生の向上と水環境の保全に大きく貢

献してきました。

　浄化槽は、下水道整備が困難な地域において効果的かつ機動的に整備できる特性を有

し、地域の実情に応じた汚水処理システムとして重要な役割を担っています。また、近年では

二酸化炭素削減のために、省エネルギー化や資源循環への対応、防災・減災機能の強化な

ど、その価値は従来にも増して高まっています。

　「浄化槽ビジョン2026」は、こうした社会的要請を踏まえ、将来にわたり安全で快適な生

活環境を確保するとともに、持続可能な地域づくりに貢献するための方向性を示すもので

す。関係者の皆様と課題認識を共有し、技術革新や適正管理の推進、人材育成の強化を通

じて、浄化槽のさらなる普及と高度化を目指してまいります。

　本ビジョンの実現には、行政、事業者、関係団体、そして浄化槽設置者の皆様の連携と協

力が不可欠です。多様な主体が力を合わせ、未来の水環境と地域社会の快適環境を支えて

いくことを期待しております。

　結びに、本ビジョンの策定にご尽力いただいた関係各位に深く感謝申し上げるとともに、

本ビジョンが浄化槽行政および業界の発展、さらには豊かな環境の保全と地域活性化に寄

与することを願います。

一般社団法人　全国浄化槽団体連合会

会長　上 田 　 勝 朗
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委　　　員 竹　谷　理　志 環境省環境再生・資源循環局廃棄物適正処理推進課浄化槽推進室 室　　長
委　　　員 永　浦　康　史 環境省環境再生・資源循環局廃棄物適正処理推進課浄化槽推進室 室長補佐
委　　　員 神　長　賢　人 総務省自治財政局準公営企業室 課長補佐

以下五十音順  
桑　山　盛　男 一般社団法人愛知県浄化槽協会 事務局長
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を占めている。

  

  

【災害激甚化】
災害は多発し、激甚化。直近の能登半
島地震では、上下水道に甚大な被害が
あり、復興後の社会像を踏まえ、浄化
槽による汚水処理を選択するといった
対応も見られている。

〒162-0844
東京都新宿区市谷八幡町13番地　東京洋服会館7階
TEL. 03-3267-9757  FAX. 03-3267-9789
https://www.zenjohren.or.jp/

一般社団法人　全国浄化槽団体連合会


